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有する菌株は1例 も見出し難 く,供試菌株は絶て結核菌以外の白然界 Mycobacterium と見徹す可きで

ある｡然し乍ら是等の中にも其の一般的性状に於て,結核菌欝似の一部の性状を具備するものが多数存

在する事実が認められる｡

結 論

異型宋藩を形成する供試 Mycobacterium は絶て結核菌以外の自然界 Mycobacterium で,其の一

般的性状に於て,一貫した結核菌欝似の性状を有するものは存在しないが,自然界 Mycobacterium の

中には結核菌芙頁似の一部の性状を具有するものが多数存在する｡
fヽ
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策 1章 緒 言

､捉釆昌然絡 Mycつbacterium の研究の主眼は,結核菌や瀬菌の検査に際して,是等の菌と極めて欝似

する本菌 との鑑別診断に貢点が置かれていたが,反面に於て本菌の病原性に就ても検討を行ふ学者が多

くな り,是等の抗酸性菌の中には或程度の病原性をもつ ものがあるのではないかと言ふ前提のもとに研

究が進められていたのである｡然 し乍 ら多数の研究者は何れ も白然界 Mycobacterium の病原性を認
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めて居らず,叉勿論定型的な結核性病変を示すものが認められないので,結局是等の菌は絶て雑菌とし

て取扱ほれて来たやうである｡
(20)

我国に於ても長崎,市原等は口腔内の MycDbacteriumに就て検討したが,総ての例に於て病原性を
(I-'5) (二8) (ポ) (41)

映ぎ,定型的な結核性変化を認めなかった｡戸田,院本,大面及び近藤等も大火結核患者或は堵疾,淋
巴線,膿汁,胸睦液,膿陶患者の膿汁及び副等丸等から種々な MycObacterium を分離したが夫々病

原性は陰性に経ってい･るo t21)
名SL乍ら之に反して蕊に興味ある報告として,蘇,高橋は結結核患者の 噂荻から結核菌と同時に分

離した Mycobacterium が,形態学的にも培養性状からしても結核菌と異なるが,実験動物に対して
(tL3)

病原性を表はし,結核棟変化を呈した事を発表している｡ EdwardGr6hは豚の淋巴腺から分離した

Myc〇bacteriumが着色株であったが或程度の病原性を示したことを報告して居 り,J.Bablet,F.van
(37)

Deinseet.RSchwartz等は,河水から分離した菌株が鳥型結核菌菌に近い病原性を示したと述べて
(39)

いるO 渡辺,水口,阿部 は犬の肺臓から分離培養した菌株に鋼い結核様の病原性のある事実を認め(49)
た｡次に園部は結核患者啄疾及び血液中から分離した色素産生の MyC3bacterium に於て,動物に対

する病原性を認めたことを報告し,殊に重症結核患者の血液中から得た菌株に明瞭に結核形成を認めた

と称している｡戸田 (第20回日本結核病学会総会演説)は人体下肢の多発性膿濠から一種のMycoba-

cterium を二分離したが,之は極めて易易い毒性菌であって,彼は之を結核菌と区別して特に Mycota･(153)
cterium metatuberculosisと命名している｡ 東に叉池田は家兎に対して結核枝変化を起す菌麻を認

めたと報告してV､る｡

以上の如 く,近来結核菌でない Mycobacterium の中に結核様の病変を呈する菌株が認められると

言ふ論説を散見するので･あるが,是等の Myc〇bacterium は果して結核菌と無関係のものであるか,

若 くは何等かの開聯性をもつ一群の弱毒菌であるか,叉は純然たる所謂非病原性 Mycobacterium で

あるか,或は叉結核菌と非病原菌とが偶然に混在していたものか,甚だ疑念を抱 くものである｡

余は第 1鯖に於て18種の菌株に裁て,其の一般的性状を検討 した結果,明かに結核菌でない所謂自然界 Mycoba.

cterium であることを認めたので,苗に是等の菌株に裁て実験動物に対する病原性の有無,ツベ ルク1)ン皮膚反磨,

'ソベルクl)ンショック'コツホ氏現象及び免授元性筆を詳細に検討 し'帯核菌と比較観察 し,自然界 Mycobaterium

が糖核甫乃至は締核症に対 して何等かの関聯性か,又は何等かの示唆をもつものではないかと言ふ興味ある課超 とし

て本研究.i/I.着手 した‡欠解である｡

第 2章 辛験材料並rS方法

本実験に於 ては/第 1第に於て部署した自然賂 Mycol)acterium 株を供試 し,実験動物は家 兎及び-eJレ-ヒッ トをfHひ

て,動 物に対する病原性 , ツベルク1)ン皮膚反磨,､フベルクt)ンショック,コツホ氏現象及び免疫元性等に裁て検討

を試みたが'実験方法の細部に亘っては大 々の研究項 FjLIて於て詳述する所存であるO

第 3章 章験成績

1･ 病 原 性

第 1篤に於て部署 した18菌株のLPで,上村枕 ,伊 藤 株･hl.]LJH株 '藤井枕,木原棟,藤沢株及び楢川株の7株を以て

モルitツ ーar=樗試験を行ひ,上村株,伊藤株,書目1枚 ,藤井株,木原株 及び藤沢株の6株を家兎接種試.蛤に供 した｡

各菌株は夫 々網,片倉培地培養2週乃至3週間のものを通法に従って生珊 '1/.]食盆水1cc刺7:1mgの筒を含む如き午等常

浮瀞液を調製 し,モJt,モツ ti/7:は甫量0･1mg,0･5mg,1･Omg及び 5･Omgを,家兎には 10mg及び 15mgを接種 し

た｡接穫部位は毛7レモツ t･は側腹皮下及び心抜穿刺術式に従.って心臓血液内に接種 し,家､兎は専 ら耳静脈内に接種 し

た｡こモルモッ トは接種後60日乃至76日の問t/7:撲殺 し,人多数は66日Hに挟殺 したが実験し拍気温其他の原因で早澗 LJ7'LuE

･LLたモルモッ トも少 くなかった｡家兎は年数を接種後57日,他の年数を87日Ejに撲殺 した｡総て実験動物は接鍾局

所 と剖険t/{依って淋巴晩 (膝襲淋巴脱,贋F部淋巴膜,厳宿淋巴腺,至筑部淋巴腺,猿等麦淋巴腺)及び内臓 (肺臓'

肝臓,腎臓 ,牌臓)の舘核性変化の有無を観察し,剛 封こ是等の組織や臓器を摘出切除し,圧砕 して塗抹染色標本を
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作製 し,銀検L,{依って接種 した Mycobacteritlm の検出を行ひ,組織及び臓器に於ける常の滞留欺態を検討したO

(A)モルモツ TL接種成績

本実験は酷盤の時期に実施 した関係もあり,∵結核性病変の各でな く,他の原因でモルモッ トがかな り早期に鮭死し

たO莫助成演は第 1表EJ{示す如 くで,多数のモJL,itツ トに於ては接種部位に称殊な変他がなく'仝モルモッ トの各臓

器及び淋巴脱には定型的な締核鯖節や乾酪北病魔を見出し得 なかったO然 し乍ら,少数のモルモッ トに於ては倍数乍

ら棺旗はしい査北を認めるものがあった｡各菌株(,{裁て其の採種成験を詳述すると次の通 りであるO

上村株･-･本 棟を接種 したモルモッ トは10頭であるが,其の中で2号モルモッ トの接種局所皮 Fに黄褐色4×3mm

の小腹癖を認め,之は染色標本検査LJ{依 りMycobacterium を証明したo又'腎臓には何等の所見を認めないL,{も拘

らず,染色検査に依って Mycobacterium が滞留していることを認めた04号モルモッ トの接種局所には,黄白色の

硬帝を認めたが,染色検査では菌陰性であった06号モルモツ ーの接種局所は米穀大腰癖 として肥厚してtLTたが,之

も染色上菌陰性であった｡66争モルモツ H,7:放ては,何等の変化を認めないが,琉部淋巴腺の染色標本検査に依って

Mycobacterinm を証明したo

伊藤株･･-･本棟を接種 した73号モJL,モツ トtJ{於ては,気密文淋巴腺が米粒大に肥大して乳白色を呈 し,染色検査上

Mycobacterium を証明したO 肺臓は主として F菜LJ7:乳白色難点を有 していたが,之は定型的な結核帝節とは謎めき班

い0本菌株を接種 したモルitツ tは10頭であるが,その中の9豆削ま仝飴所見陰性であって,此の73号モJt,モワ †1頭

のみが上記の査イセを示 したわけであるO

吉田株--･本棟を接種 したモルモッ トは3頭であるが'その中で53号モ)t,モツ tは接種局Brrl/て年米穀大の硬帝を認
めたが,染色に依っては蘭を言正明出奔なかったo内臓所見としては左肺 F菓i/{褐色三難点 3個を認め,肝臓は黄白色に

変化 した部分を多数認めたが,定型的な結核性変化とは認め欺い｡

藤井株･･････本棟を接種 した 5頭のモルモッ トの中で'48号モルモツ ーの接種局所は肉眼的L,{は何等の所見を認めな

いが,染色検査l/7'Ll依って Mycobacterium を証明したO

木原株---本棟を接種 した 5頭のモ/レモツ トの中で,102夢モJL,モツ ーは肉眼的には何等のWr児を認めないが,接種

局所,膿窟淋巴晩,琉部淋巴腺及び気管支淋巴腺に染色橡査上 Mvcobacterium を認めた0 倍107号モルモッ トは接

種刷新の皮 FL/7:次褐色板状肉芽組織を盛 し,此の中心部に次白色の乾酪棟物質を極めて少量合有していて,染色検査

i/て依 り Mycobacterium を証明した｡然 し乍ら内臓及び淋巴腺l,{は何等 の所見を認めず､染色上蘭は陰性であった｡

藤沢株･･-･体 菌株を接種 した 6頭のモルモツ tの中で, 191号モJL,モツ tは接種局Bqrl/{肉芽組織に囲まれた成立大

の腺癌を謎め,之を切開すれば多量の乾酪萩物質を含み'染色検査l/{依って Mycobacterium を証明したO気管支淋

巴腺及び肺臓には何等肉眼的所見を認めないL/T.も拘 らず染色に依って蘭を証明した｡ 197号モルモッ トの接種局所IJ{

も皮 Fに直径 lpmの小腹癖があ り,内部(/7:乾酪炭物質を認め,染色橡査上蘭陽性で,膝襲淋巴腺は茸 白色米粒大を

晶 し,給節は認めないが染色l/T.依って常を罰E明したO

植LH株-･Ll本菌株を接挿 した6議のモルモツ tの中で, 122号モルモットは接種局所-の外部に向って自演した渡渉

を残 し,其の一部LJ{皮膚LJ{逢って長 さ1･5cm, 幅0･5cmの索状の腰痛を認め,その中に黄褐色で柵 自色味を帯びた

乾酪錠物質を含み,染色上常陽性であった｡椅膝襲淋巴腺,液高林巴腺及び琉部淋巴腺には何等の蛮地を認めないが

夫 々染色検査に依って Mycobacterium を証明した｡

次!,7'h123号モ JL,モツ 日/7:は接種局所の皮 Fか ら腹膜l,{かけて直径 1cmのこ板状次黄白色の硬.緒を認め,染色上菌陽性

であった｡厳宿淋巴腺LJT_は何等の変他を認めないが,之 も染色に依って蘭を証明した｡肝臓には針議大の′J､日舞が 多

数認められ,肺臓は著 しく腰大していたが,何れも染色l/{依って常を証明し得なかった｡

116号モルモッ トには何処にも病的変牝を認めなかったが,接種局所の染色標本検査l/{依 り Mycobacterium を認め

た0

117号モル壬､ソトは産種局所の皮 Fに 茸白色魂豆大鹿癖を認め,内部kは乾酪棟物質を含み,染色検査IJ{依って蘭

を証明した｡肺臓e/{は全面的に針頭大の=黒褐色班点を認めたが,結核病変とは断定 し難いものである｡

118号モ7レモツ 日,{は剖検上 何等の所見を認めないが,接種局所の 染色標本検査に依って Mvcobacterit1m を証明

したo

(B)家兎按:種成輯 (図表省略)

1菌株に対 し■2頭宛で,木原,上村,伊藤,菩LLl,藤井及び藤沢の6菌株を12頭の家鬼に接種したが,何れも内臓



201
t

にも淋巴腺にも何等の病変を認めず,夫 々の染色標本放任:,7'L於 ても全く Mycobacterium を証明し子!iiなかった ｡

小 括

モルモッ ト及び家兄.',{対する蔭の供試 菌株の病原性を検討したが,是等の Mycobacterium は永見に対 しては全 く

病原性を欠除している事が証明出凍た｡

モルモ､ソトには45頭叩29頭には全 く所見が認められず,染 色検査に依ってもMycobactoriumを証明し得なかった.

他の16頭のモルモッ トには夫 接々柁局斬 ,内臓及びて林巴腺に翻身引ましい 所見を認め,染色標,本検査に依 り M_ycoba-

cteriumを認めるものがあった｡之を菌鋸 胴て_見ると,7菌株中の何れにも多少の変イセを認めるか,若 くは染色枚査
●

上常陽性のモルモッ トが少数あったが,内地やi林巴腺l/7'L定型的な精解核結節と断定すべきものは全 くなく,相加はし

く思われるものが 3株で,是等は殆んど接種局所･L/{一定の変北を認め得たものである｡接種局所の変牝は鵜帯揚性愛

似 /7:類似するものが多かった事は江 Hすべき轟柄だと信ずる｡僻新株な局Ur々 且を認めるものの殆んどIJ{於て,其の

接種局所rの染色検査に依 り Mycobacterium を証明し得たO

其の他淋巴晩や内蹴I/{棺炭はしい所見があって両も之が染色検査で蘭を証明するものと,全 く肝兄が鈍いにも拘 ら

ず染色で常を証明し待るものとがある｡

以上箪するに余の実験範囲内では,自然界 Mycobacterium は 家鬼E/{は何等の病変も起 さず両も接種 した常もJJt

時 日後には完全に排湛乃至は滑威 してしま うものであるが,モJt,モツ H,<於ては内臓や淋巴腺E/<定型的な結核病変は

認め待ないが,或種の病的変北と思われるものがあ り,且相当期間是等の臓器や淋巴腺に蘭が滞留して居る革が認め

られ,叉何等の変化も認めない ものに於てす ら首を証明する揚倉があろ草が立証即 tたo接種局軒には解核性変化に

締類似する病変を認めることがあって,此の歩合l/{は大抵染色検査に依って Mycohacterium を証明し狩る0

2.ツベルクリン五庵

(A)ツベルク1)ン皮膚反感

供試常株をモルモツ t及び家鬼l/-'L接種 して,一定時日後にツベルク1)ン皮膚尿腰の強さを初案 したO即ち,自然界

Myccbacterium がどの程度e/{旧ウベルク1)ンLJ7'th対 してアレルゲン性を看しているかを検討した｡供試菌株や,接種常

量は前項病原性試験の象倉と全 く何故である0 57頭のモルモッ トを別ひ,7園株を接種 して 2週間後に第 1回,以

後10日日毎l,{第2回及び第3回のツベルクl)ン接種を行って,其の都度反塵を検査 した｡象鬼は12頭を用ひ,病原性

試験の場合と同株の6枚を妻妾種 し,接種後32日臼(,{第 1回,45日臼に第2回,55日EH/{第3Lnlのツベルク7)ン接種を

試みた｡実験動物は予め側腹部を脱､毛 して異常のない事を稚め,旧ツベルク71ンの10倍稀釈液 0.1cc宛を側腹皮内に

接穐 した｡

モルモツ †試験成績 (図表省略)

苫lll,藤井,木原,柿川,藤沢,伊藤 及び上村株の7菌株を57東に接種 したが,何れのモルモッ トl/{於てもツベル

ク1)ン皮膚反感陽性と断定 し狩るものを認めなかったo上村株を接種 した12頭の中で,1号モルモツ 1-第 2回臼のツ

ベルク1)ン接種に依 り24時間で13×13mm,66号モルモッ ト第 1恒J目24時間で8×11mm,61号モルモツ t第 1回rr_1

の24時間で 15×20mrJ1,.67号モルモッ ト第 1Enj日の24時間で 7×10mJnの発赤を示 し,陽性乃到ま凝陽性の如き皮膚

反鷹を示 したが,何れも48時間では陰性l/{終って居 り,是等は全 く非特異性の反麿と認むべきものであるO

家兎試験成績 (図表省略)

箸LLl,上村 ,藤井,伊藤,木原及び藤沢の6常枚を12東に接種 したが,家鬼に於てもモルモツ 下の場 合と同株l/C殆

んどツベルクリン皮膚反鷹は陰性に終った｡ 吉川株を接種 した45号家兎第2回目の24時間に於て 8×10m山1,上村株

の74号家鬼第 3回Rの24時間で18×16mm,藤井株の212号家鬼第2回目24時間で25×25mm,伊藤株の213尊家見解

2別E]24時間で1OxlOmnl,第 3回FI24時間で10×8mm,木原株の261号家鬼第2回E124時間で 11×11mm,藤沢株

の262号家兎第2回臼24時間で10×15mm,及び同株263号家鬼第2回目24時間で8×10fnmの発赤を示 し,陽性乃至

凝陽性の如き皮膚反麿を示 しているが,48時間では何れも陰性の成額を示 し,総て非醇異性反感と認むべきである｡

小 指

予め供試 MycoIJaCteriuJ･1を以て処理 したモルモッ ト及び 家鬼に対 して,一一定時日後に ツベルク.)ン皮膚反腔を

試みたが'殆んど陰性に終 り,少数のものは 24時間で陽性乃至は擬陽性の如き反麿を示 したが,48時間に於て全 く

陰性の成積を示し,何れも非特異座の反麿であることが認められた｡ 以上要するに 余の莫験範囲に於ては,F'j然 牲

MycobacteriuJnを以て前処荘 した家兎及及び-亡JL,七､フH,{於ては,ツベルクl)ン皮膚戊腔は 陰性であって,換言す
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れば新政な自飴界 Mycobacteritlm は旧ツベ7レクl)ンに対するアレルゲン性を欠除していることが認められるO

(B)ツベルク')ンショック

Kochはモルモッ ト皮 FLJ7･L鯖核菌を接穐 し,8過乃至10週間の後モルモッ トの体重が減少して凍る際に,ツJqt,ク

1)ンの 0･01cc乃至 0･1ccを皮Fに注射すると,モルモッ トは6時間乃至24時間で弟死することを証明した｡即ち一
定蛍のツベルク1)ン原液を幕核動物に接種Tれば,その動物は24時間以内に死亡すると言ふ事は所謂ツベルク1)ンシ

ヨクとして知 られているところであるO

余は自然 牲 Mycobacteriulnを以て旧ツベルク1)ンに準 じて調製 したツベルク1)ン株物質,即ち余の所謂非病原菌

.ツベルク1)ンが締核モルモッ トにツベルク1)ンショックを起させる力をもっているか否かを槍討し,叉之とは逆に自

然界 Mycobacteriunlを接揮 したモルモッ トが一定時日後に旧ツベルク1)ンに依ってツベルク1)ンショック死を薙す

や香や1,歩この如き2担Ⅰの突き晩を実施 した0

第 1回莫鹸

健巌.モルモツ ー28東に予め人鬼籍核菌フランクフル 一株 0.5乃至1tngを接種 して緒核に寝息せ しめ,8週間飼育し

たが'早期に兜死したのもあって,此の中の24頭を選び,伊藤株,港井株,小杉株, 上村株,藤沢株, F水株及び

土4枚の7株の非病原菌ツベルク.)ンを1枚3威宛21東.に接種 して,他の 3軌 ま対照として旧ツベルク.)ンを接種し

た｡接種量は非病原菌ツベルク1)ンも対駕の旧ツベJVクl)ンも共L/7:原液0.15ccを3頭 中の2重痕に,0･25ccを他の 1豆良

87:夫 々皮 F接種を街ひ,ツベルク1)ンショックを起すか否かを親娯 した｡

然 し乍ら,其の成株は仝モルモツ H/TL全 く異常を認める革なく,対月咲モルモッ トのみが旧ツ ベルク1)ン接種後10時

間,21時間及び25時間に夫 巣々死 したのに比 して,非病原菌ツベルク1)ンを接穐 したモルモツ kは何等の変化 も認め

ずLJ{生存を続けた｡

解 2回実験

第 1回実験とは逆に予削相,片倉培地 2週間培養の15枚の抗酸性菌を以て夫 生々理的食盤水 1cc申5111gを含む如

き年等菌液を作製 し,その各 2cc(実商量101ng) を健康 モルモツ t2頭宛LITL側腹皮下に接種 して8週間飼育した復

旧ツベルクl)ン0･2ccを皮 Fに接種 してツベルク1)ンショックを起すや否やを親祭 した｡然 し乍 ら其の緒巣は,解 1

回実験と向株(/7:モルモッ トは何等の変化も認められず乙7:生存を続け,帯jpjツベルクt)ンショックは陰性に終った O

小 塙

給核モルモッ トに対 して自然牲Mycobacteriulllか ら調製 した余の所謂非病原菌ツベルクl)ン0･15cc乃至0･25ccを

接種 してツベ ルク1)ンショックが起るか香か,或は叉之とは逆に供試 MycobacteriuTnを予め接捜 したモルitツ t.に旧

ツベルク1)ン0･2cc宛接種 した場合にツベ)t,ク1)ンショックでモJL,モツ ーが耗死するか否かを橡討したが,何れもモ

ルモッ トには何等の変化も認められずに生存を放けることがLP.奔た｡

3.Eoch氏現象
(31
Kochは1891年にツべ 7L,クl)ンの婚療的償値に就て述べるに当って,併謂 Koch氏現象なるものを報嘗している｡
′

即ち催展モルモッ トに毒性締核菌を注射 した場合,其の局所rの傷は第 1日臼で滝癒 した如 くに見え,10日乃至14日頃

になって其処に結節を生 じ,間もな く之が自潰してモルモツ ーが苑死する迄潰蕗として存在する｡然 し乍ら臨L/7:庫核

ほ感染 したモJL,モツ ーに締核常を注射 した場合には,4.日乃至召 々日頃に注射局所に暗色を背びた破緒を生 じ,漸次

周囲に拓がって0･5乃至lcrn仕になる｡此の盗聴は漸次著明とな り,表皮は壊死性とな り,遼王て之は平滑な潰疹とな
(7) (月)

って遥かに治癒するのが首である｡斯耗な現象を koch氏現象と呼んでいるが,本現象を更に Ramerや 甘amburget等

が迫試 し,更に多数の学者に依って研究ざれたが,綜局本現象は結核層患個体の侵入鰐核菌に対する防肇的作用と見

倣すべきで,一種のアレルギーの発現で奉り,帝核の免∃変に重大な関係がある事が説かれている.

余は供試 自然殊 Mycobacterium を接種 したモルモツ 1.に,一定時日の後に結核菌を技種 して,所謂 koch氏現象

乃至は類似の現象が現われるか否かを検討 した｡

周,)lL'倉培地 2週乃至3週培養の上村株,伊藤株,菩LH株,藤井株,木原株,藤沢株及び宕 LLl株の来港を適法に従

って生鞄的食盗水 1cc中に0.5mg及び5mgを含む如き蘭液を調製 し,1株 5頭宛,計35頭のモ)I/モツ ーの側腹皮下に

接種 し,4週間飼育 した後人型綜核蘭を音程 した｡人型菌はフランクフJt,I.株の岡,片倉培地 4週間培壬生の蘭で,之

を食塩水 Icc刺 て1mgを合む如き車等蘭液とし,此の薗液の0･1cc(葉蘭量0･1mg)を側腹皮内に接種 して koch氏現

象乃至は鵜似の現象が起るか否かを碗蒸したo親祭の日数は結核菌接種後 1El,2日,3日,4日,5日,6日,7



第 1蓑 病原性試鹸 (モルモッ ト接種)成輯

育秩 接 按 こモ 接 坐 韓 帰 糖 核 性 病 変 染 色 所 見
i J 芸 慧 膝 腰 液 演 蘇触 腎 碑 種局 膝 腰ド 駿 至薮 蘇A 肺 肝 腎 肝

3 320 30 冗 260 - - - - - - ■･..-.I -- -腹 4 400 30 A __旦死 300メJt- 320 土 - - - - - - - -
皮 62 320 13 ■- - - - - - - - - -

0.Sing ● - -下 5 2 苛琵 - - - - - -6 810 13 死 ◆300 =主 - - - - - - -

63 380 66 管 410 - - - - - - - -

ト血 1mg 66 430 50 死 300 - -■ - - - + - -

)液胞内 0.1mg 68 510 60 戟 470 - - - - - - - - - -
69 510 20 死 300 - - - - - - - - - -

伊藤秩i 側 5mg0.5mg ll 310 27 死 280死 300死 240死 250 - - -童 - - - - - -

12 320 30 -

腹 6413 410390 5530 -

皮 15 400 20 死 260 - - - - - - - - -

XTt▲ - - - ∃ 享 -

下 1618 500390 6614 着丈死 440340 - ≡ 巨∃= よ - ｢ - - -

65 410 22 死 260 - - - - -

心些 1mg 70 400 22 死 260 - - - - -■-

一便臓内側腹皮 0.1mg 7349 500 66 殺 520ズTtJ O - ≡ F - - + - -
⊂1田 -5mg 苛更 - -

54 390 66 殺 440死 360死 .660* 670;ポ/tJL - - - -_ i= - - - - - - - - - II t-

秩 下 53 420 38 土 - - - - =土 - - - - - - - -

75 560 66 圭 - - - - -



港秩 皮 0.5mg ⊥J 一);JU15 40016 500 一■■ヽノ グ⊂▲

20 死 260 _ - - - -

66 殺 440 _ '_ - - - - - - - -

下 18 39065 410心血 1mg 70 400液 - - -臓内 .0.1mg 73 500側 49 410 14 死 340 - - - ÷ ヒ - - - - -

22 死 260 - - - - - - - -

22 冗 260 - - - - - - -

66 * 520 - - - =主 =ヒ 一一一 - - - +

*El 66 栄 460 - - - - - - -

田 腹 ,5mg皮 54 39053 42043 765 66 AJtL 440 _ _360 土 - - - - - - - -

- -

秩 下 38 死 - - - 土 =主: 一一 - - - - - ‡ 巨二 ~一二

藤 一 38 死 660 _670 ._515 _ - - - - - - -

-

･側腹皮 5mg 75 560 66 戟 - - - - - - - - - ■- ..I-■■■-■■-- --..■.一 -■罪 44 460 66 殺 - - - - - - - -■■.･.■■●

秩 下 05Ⅰn 60 665 44 死 600 _ -_685 一二J_二_一言右 _ i_■̀一一 ~一.I-.一一･･.･.-.一｣ き些 - 【-丑 ≡ 巨390 - ～- - - - - - - -

一 g 48 570102 450 66 敬 - - - + - 1 -

- ■-.... -

木原 36 死 - - - ll + + 辛 - -
i

側腹 5mg｣ 旦 ｣ 些皮 106 500F 107】600 ll 鍾 - - - - - - - -

75 殺 - - - - - - - -

株 一 34 l 死 - - - ド _.～ + - - - - - - - Jヨ ー

0.5mg 114手 540 雪 吾 - - - - - - - I- 1-

- -

港 191t 500 3384岩出 ÷ ÷ - - - - 辛 辛 一 二 1二主 ≡ 巨∴ - l一一 ヨ ー

側腹 5mg.皮 ｣ 堅 !コ 蚕÷ l÷ l43 ト 死 - - - -

釈 23 ( 死 240 ー - - - -

38 (-i 死 霊 ∃ ≡ ≡320 ト ー - - i I - -

I

秩 二 ol g還 書芸側 5.mg｢芝 LS腹 ｢ 妄~l 510 一五 一!殺 - - - -

- -

13 g 死 亙 ∃ ≡ =300 - j- - - - ==ヒ - + - i- ー 1ー_ _ 一二 ~T日 76 ;敬 - - - -

皮 叫 ｢ 116;360 13 : 死 - - - ｢ 1- - - 辛 - - - - ｣ -118 390i ｣ 43 死 - - + 一 一 - -
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円,9日,11口,14Fl,17口,2ln,24F7,26日,29Hnに亘って詳細 に検禿 し,35円FIを以て裁黍を叩止 したo

実験成績は節 2未 に一括する如 くであるが ,実験は前記の如 く, 1菌株 5頭宛 ,計35頭のモルモツ ーを用いたが,

rri3--菌株に於げる夫 々のモルモッ トの反鷹が殆んど何錠であった関係上,本末iI-,J,ま1菌株 2頭宛の成坑を記載 し,且

観娯 口数も前記15回を便宜上1拍 =て削減 した成績を一括 した｡

析2表 Roch氏現象試験成績

廿

廿
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=土 l

L ト ‡

恵買芸孟巨 滞 禁

烹 i喜
≠

+
一部痴皮
形成 して
大境痘 と
なる

#

十什

+

曇聾弼 霊芝卦 司 + 差

1十
十什

+

一部痴皮
形成 し黄
褐色湊･出
液を出す
:土

≠

廿
乾酪凍物
質を排池
+

+
乾酪放物

十

十

十
同 左

讐 l撃

+
同 左
痴皮取落
しつつあ
り

歪琵畳蒜県 警琵謡

1十

記号 :- 陰性 , 士 微弱陽性 , + 軽度陽性 , 廿 中等度陽性, 1廿 張度陽性

此の成績か ら見れば,各菌株共 l/<定型的な Koch氏現象を表 わ した と思 われるものは見 出し得なかったO然 し乍 ら

供試菌株 の殆ん どL/{於 て,柏類似する改慢な現象が認 め られ ,殊 l,7:上村株 ,伊藤株及び木原枚 を接種 した モルモツ t

には~F一丁な り近似の現象を認 め'苫rLl株接種 モルモッ トは之 に次 ぐ成績 を示 した｡以上の如 く余の実験範囲か ら考祭す

れば,自然界 Mycobacteriumのrpにも競櫨ではあるが Jroch氏現象頻似の現象を呈するものが存在することが窺はれ

る0

4.免疫元性

前項 eJ7'-述べた如 く･供試菌株 には定型的な Eoch氏現象を起 し得 るものはないが ,粕波慢な類似現象を呈する菌株

が存春することを認 めたo此 の Koch氏現象に極 めて類似の意義 をもつ免授元性に裁て検討を試 み度い併存であるo

予 め供試 ノMycobacterium を以て前処置 した モルツ は , 一定時 日の後 に毒性椅核菌を接種 し,対席 として健炭末処

置 モJL,モツ tに同一毒性倍核常 を接種 した ものを用い ,両者の内腹及び淋 巴腺に於ける病変の程度 を比較葡蒸 して,

前処置に用いた 自然 界 Mycobacteri1,m が如何なる程度 に毒性帝核 蘭の猛威を抑制 してい るかを検討 したO
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上村株 '伊藤株 ,菩[円株'藤井株及び柿M株の岡,片倉培地 2週乃至3週培養の常を免現的食生水 1cc中に1mgを

含む如き牛等浮酵液を調製 し'之が0･5cc(常景0･5mg)及び5cc(常量5mg)の2縄の常貴をモルモッ ト側腹皮下に

接輝 したo接種後 4週 E=て人塑帝核蘭フランクフJL,t株の岡,片倉培地 4過培養常の倉抵水 1cc中 1mgを食む牛等

筒液の 0･1cc(甫量0･1mg)を供試 Mycobacterium 前処置モルモッ トの側腹皮下に接種 し,35日間飼育の後に撲穀 し

て内航及び林巴腺jrr鬼を初案 したO対月モミは健駅モ7t,モツ HJTL人型常 フランク7JL,ト株の同貴の常を接種 して,前記同

株の方按で横穀 して比較検討 したO榊妻驚殴前L/{尭死 したヰルモツ ーもあったが,之は死亡時の病変を参考に供 した｡

実験成績は節3表に示す通 りであって,帯諭的には供試 した夫 々の南棟は,絶対的な免疫元性を保持 して梧ないが

rrlには1.†な り張力な免疫元性をもつ菌株の存在が襲い知 られるO即ち吉川株,藤井株 ,藤沢株及び楢 川株に於ては之
を対照 と比堰 して見 るに,内臓に於ても淋巴腺に於ても対照の病変 と大同小異で是等は殆んど免疫元性を有 して尉な

いo然 し乍 ら上村株及び伊藤株を以て前処置 したモルモツ tは'考を対照に比較すれば,淋 巴膜所見では僅かに病変

が軽いかと思t)れる程度で大差は認められないが,内臓所見では肺臓,肝臓及び腎臓には全 く結核性病変を認めない

か叉は廃陽俺の程度であって,租酔い結核抑制作用帥ち免疫元性 と思はれるものを認めた｡

鼓に前項の K二Ch氏現象実験と本実験の成績を照/合して見 るに,本実験で前蓮の如 く上村株及び㌧伊藤株に或程度の

免疫元性の存在が演われるのに対 して,Koch氏現象実験L/{於ても是等の菌株が期せず して I-一致 した或程度の Kccll氏

現象類似現象を示 した事が注 Elされる｡

第 3表 免疫元性試験成窟

自然界抗酸性財前処擢 モ′レこモ､ソ ー番 号 帯核常接種峠体 蛋 韓 帰 死時:体重 .帯 核 性 病 変 程 度 (肉 眼 的 所 見)

菌 株 接種歯糞 mg) 死殺 吉富 肺 臓1肝 臓 腎 脱 碑 肱 膝 嚢･[林巴陳 牒 F部淋巴腺 蔽 筒i林巴膜 ≠K 冊1i-H- 廿トK+什K 榊K1廿K ≠K+LK #K｣+E 1十K一汁K 一汁K-H- +Li1肘K 廿K≠K 冊広十什K 榊K-≠K ≠K

上村株 5.0 1 370 殺 35 280 (+) 榊K(+) 榊K 一汁K 十汁Ⅹ0_5 7 440 # 35 300 十十K 1冊K

伊藤株 £0 9 420 戟 35 285 (士) (±)- (士) - (≠) 廿什K 一汁 WK10 300 戟 35 320 - (≠) 榊十K #K 冊 K

菖川株 0..5 51 525 死 34 400 (+) (千) - 〔≠) 廿什K 1廿Ⅹ #K

藤井株 0.5 55 510 戟 35 300 (+) (+) - (廿ト) 柵 K #K 寸什K

藤沢株 5.0 193 460 死 33 320 (士) (+) - (≠) I肘K 十トE 廿 K
0.5 187 490 死 32 320 (士) (+) - (≠) 十什K +LK 榊K

柿 川株 5.0 121 310 死 33 250 (士) (柵) - (≠) 冊 K 1廿Ⅹ 甘K
125 380 殺 35 300 - (廿ト) - (≠) 冊 K 十ト 十トK

対 照 前処罷な し 135 480 死 .21 280 (廿) (≠) - (≠) l肘K 1廿Ⅹ #K
136 440 死 23 260 (+) (千) - (≠) 1朴荘 WK #K

137 600 死 33 360 (士) (冊) - (肘) 廿什耳 十トK WK

記号 :内臓

一 幕核倍節な し
(土 )帝核符節の=疑のあるもの
(+)帝核鯨節少数
(廿 )同 相多数
(十什)同 多数
川什)同 無数

+ 巽准 大
廿 米粒大
十什小豆大
棚 大豆 大以上
K 乾酪 病薩を有す る もの

第 4章 総括及び考察

第 1第に述べた白熱界 Mycobacterium に就て,実験動物に対する病原性の有無,ツベルク 1)ン皮
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膚反膝,ツベルクリンショック,Koch氏現象及び免疫元性等の検討を加へたが,其の成績を給括すれ

ば攻の通 りである｡

供試菌株は家兎に対して全 く病原性を快如し,接種した菌は一定時 日の後には完全に排潤叉は消滅レ

てしまうのであるが,モルモットに対しては内臓や淋巴隙に於て定型的な結核性病変 とは言ひ得ないが

-定の病的変化を示すものがあ り,且相当の期間内臓や淋巴腺に菌が滞留していることが認められ,叉

何等の変化を認めない膝辞や淋巴腺にも Mycobacterium を:証明し得る場合がある｡接種局所の病変

は結核性変化に顆似するものがあ り,且多くの場合比の病竃か ら染色匿依って Mycobacterium を証

明し得る｡

供試 Mycobacterium を接陸したモルモット及び家鬼に旧ツベルク1)ンを皮内接種し,皮膚反勝を

観察すれば,殆んど陰性に終 り,ツベルクl)ンに対するアレルゲン性を快如しているものと恩はれる｡

次に此の白然界 Mycobacterium から調製した余の所謂非病原菌 ツベルク1)ンの原液を結核モルモ

ットに接桓してツベルク1)ンショックが起るか否か,叉逆に冒然界 Mycobacterium で前処置 したモ

ルモットに旧ツベルク1)ンの致死量を接穣した場合に,ツベルク1)ンショックの馬にモ)i,モツナが柴死

するか否かを観察するに,何れの場合もモルモットは何等の変化を蒙 らずに生存を続けることが出釆

たo

自然界 Mycobacterium で前処置 したモルモツ7.に結核菌を再接桓し,勤謂 Koch氏現象を発現す

るか否かを検討 したが,大多数に於て柏}{欝似の緩慢な現象が認められ,中には可なり近似の現象を起

す ものがあって,自然界 Mycっbacterium の中には改慢乍ら Koch氏現象耕似の現象を呈するものオ予

存在することが頒tl知 られる｡

Koch氏現象と関聯性をもつ実験であるが,是等の Mycobacterium 菌で前処置 したモルモットに,

後 日結核菌を榎種 して,･一定期間後に内臓や淋巴菌を検査し,その病変の程度か ら自然界 Mycobacte･

riumがどの程度に結核の免疫元とな り得るかを観察したが,絶対的な免疫元性は認め難心が,中には

対照モルモッ トに比 して可なり張度の結核抑制作用乃至は兎疫元性を発揮するものがある｡

以上の成績か ら考察するに,既に第 1第に於ても述べた如 く,日然殊 Mycobacterium の中には一

貫 した結核菌肇似性を示すものはないが,断片的な性状に於ては可な り難似するものが多く,而 も本

実験の成績 より考-ると,白然粗 Mycobacterium は必ずしも絶てが非病原性のものに限 らず,叉面

も既に一部の学者の指摘した自然殊 Mycobacterium の病原性とは精々趣を異にし,余は寧ろ白然界

Mycobacterium と称せ られるものの中には,絶対的な非病原菌 と結核菌,瀬菌,鼠淋菌 等の如き毒

性菌 との何れにも属 しない中間的な性状をもつ･-一群の Mycobacterium が存在する如 く思考するもの

であって,斯様な分野に関しては筒此の後の研究に依って開明されねばならぬ問題だと信する｡

結 論

白然界 Mycobacterium に関する余の実験範囲内に於ける成績から結論するに,

(1)自然界 Mycobacterium は家鬼に対しては殆んど病原性を快如し,モルモッ トには定型的な

結核病変ではないが,或横の病変を示すものが存在する｡

(2)旧ツベルク1)ンに対するアレルゲン性は殆んど妖如しているものの如 くである｡

(3)是等の菌鞄か ら調製 したツベルクl)ンでは結核モルモツ下に ツベルク1)ン ショックを起させ

る程の ものは存在しなレ､｡

(4)白熱界 MyC3bacterium の中には援軍ではあるが,Koch氏現象顎似の現象を超すものが存

在する｡

(5)是等の菌株の中には可なり強度の免疫元性を発揮するものが存在する｡

(6)白然界 Mycobacterium の中には,一貫 した結核菌瑛似性を示すものはないが,性状の二部
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分に於では可なり類似するものが多い｡

(7)自然界 Mycobacterium の中には,絶対的な非病原菌 と毒性蘭 との何れにも属 しない中間的

な性状をもつ一群の Myc〇bacterium が存在する如 (思考する｡

稿を終るに臨み,御指導と御校閲を賜った木村教授,植LH教授並に松島所長己こ対 して洗 鎧の謝意を表する｡
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腸チブス予防注射に続発 した小鬼の接種結核症に裁て (細菌学的検索)

白 石 正 堆

片 山 碩 夫

緒 言

昭和21年5月12日腸 チ フス ･パ ラチ フスAB混合 ワクチ ンの予防 注射 を受 けた兵庫 薪道場 小学校学

童 631名の中102名が注射30-40日頃より注射局所の陸肢を来し,局所は次第に結核性渡濠にな り,又

隣嵩淋巴腺 も腫帳した. 既に臨林的レ練学的検索成績は佐川 ･岩崎 ･富田 ･田村等により,叉病理学

的検索成績は京大病理学教皇天野等により報告せられたO 吾}{にもその局所及び局所淋巴腺組織の一

部を提供せられたので,該組織 より分離し浄結核菌株の検索を行ったO

検 査 成 績

1_材料及び分離昔株

&)淋 巴腺13例より分離 した6枚 (世野 ･中畠 ･上野 ･北田･丸桐 ･吉尾) J

b)皮膚局所 (破紡績療) 8例より分離 した 4枚 (藤原か ･藤原隆 ･上野 ･世野)

¢)兵庫願三田療養所にて分離 した 5枚 (南野 ･古顔 ･大路 ･岸田,この外法射担当女医の喋塊より分離 した近藤

株)

d)腸チフスワクチンを作製した菜摘fF_実験所保存の人型 フランクフjL,t秩

上記組手練材料21例の中,7例より組織標本を作製 し鏡検したところ,仝例にラング-ンス互大細胞を含む肉芽性符節

が散在してL､るのを認め,その中林巴腺 2イ恥 皮膚硬結部 1例tJ{於て符節周縁部LJ{抗酸性の常体を数個宛証明した｡

2.分離培養
4%苛性曹達前処置法により4%ダウセ l)ン加及び伺不加上坂,友田卯培地上に分離 した｡

集落はグ'リセ l)ン加増地上に6-7週後IJ7'､発現 し, 旺盛な増殖を示 し,淡黄白色,各棟共明かに人塑菌の eugOnic

geycerinoph主lの発育を途げた｡

3･形態 ･染色牲及びカタラーゼ作用

各株ともチールネールゼン染色法にて定型的抗酸性を示し,1.0-1.8px0.3〟の梓薗l/7:してムツフ焼塩を 0カ至


